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ソフトバンクテレコム株式会社

創　　　 立：　1984年10月
本　　　 社：　東京都港区東新橋1-9-1
資 本 金：　1億円
従 業 員 数：　約4,900名（2012 年3月31日現在）
事 業 内 容：　電気通信事業等

ソフトバンクテレコム株式会社（旧・日本テレコム株式会社）は、1984年に設立
されました。国内・国際電話サービスを柱に置きながら2000年には IP-VPN
サービスの提供を始めます。2004 年にソフトバンクグループ傘下となってから
は、さらにネットワーク分野でのサービス拡大を行いました。音声とネットワーク
の通信事業を手掛ける一方で、「情報革命」を掲げる企業としてさまざまな IT
事業を立ち上げます。その中のひとつに、2010年にリリースされたホワイトク
ラウドサービスがあります。

同社のクラウドサービスは国内だけに留まらず、海外の通信事業者とも積極的
に提携を行っています。2011年にはデータセンター事業分野で韓国最大の通
信事業者KT Corporationとの合弁会社設立も発表されました。ソフトバンク
テレコムの「情報革命」はさらなる進化を遂げていきます。

国内初「VMware vCloud® Datacenter Services」の提供
ユーザーの権限、自由度が増したクラウドサービスを構築
新アプリケーションと画期的なプラットフォームの設計で、次世代のクラウドサービスを目指す

2011年 2月、ソフトバンクテレコム株式会社（以
下ソフトバンクテレコム）は、ヴイエムウェア株式
会社（以下ヴィエムウェア）とハイブリットクラウド
事業で提携し、日本国内初「VMware vCloud® 
Datacenter Services」プロバイダーに認定さ
れたことを発表しました。「VMware vCloud® 
Datacenter Services」のプロバイダーとしては
世界で7社目、日本国内では初めてのことです。

「VMware vCloud® Datacenter Services
を一言で表すと『バーチャル・データセンター』
になります」とソフトバンクテレコム 営業開発本
部 クラウドサービス開発統括部 統括部長の皆川
真人氏は解説します。

VMware vCloud® Datacenter Services は、
データセンター自体を仮想化し、クラウド上で

データセンターを自由に管理できるサービスです。
サーバーもデータもネットワークもセキュリティ
も、お客様で設定・管理が行えることが最大の
特長です。これまでのHaaSの主流は、仮想サー
バーを増設したい時、メモリやディスクの増強
を行いたい場合はサービスプロバイダーとの契
約変更が必要になり、即時対応ができないと
いうデメリットがありました。ソフトバンクテレ
コムが提供する「ホワイトクラウド VMware 
vCloud® Datacenter Serviceは契約変更の手
続きは不要で、数分で新サーバーの立ち上げ、サー
バーの容量変更が可能です。このスピード感こそが
優位性のひとつです。

さらにソフトバンクテレコム皆川氏は「ホワイト
クラウド VMware vCloud® Datacenter Service
はハイブリットクラウドサービスを実現します」と
語ります。ハイブリットクラウドとは、自社内の
VMware 仮想環境と、データセンターにある
VMware 仮想環境を連携させて利用することの

できる画期的なシステムです。これまでのHaaS
では、データセンターの環境は独立していました。
HaaS を用いて検証した結果の環境を、自社内
の環境に適応させるには初めから作り直す手間
と時間がかかっていました。VMware vCloud®

Datacenter Services では、vCloud Connector
を自社環境にインストールすることでデータセン
ターにあるデータを自社環境へインストールする
ことが可能になりました。このデータセンターと
自社環境を連携させるサービスは国内の HaaS
プロバイダーでは初となります。

また、VMware vCloud® Datacenter Servicesでは
お客様が権限の範囲内で自由に仮想サーバーを
新規に構築したり、管理者以外の自社の利用の
権限を与えたりすることが可能になります。皆川
氏は、この連携サービスとお客様側での柔軟な
管理がクラウドサービスの利用を促進させるであ
ろうと考えています。

ホワイトクラウドVMware vCloud® Datacenter Service

日本国内初のVMware vCloud®  
Datacenter Services

• VMware vCloud® Datacenter
Servicesプロバイダーの認定を
   受ける
• 「俊敏性」「柔軟性」「可搬性」を
  兼ね備えた次世代クラウドサー
  ビスへの移行

• ユーザーメリットの高いクラウド
   サービスの提供
• ソフトバンクテレコムのネット
   ワークサービスも活かした
   複合的なサービスの提供

• パブリッククラウドとプライベート
 環境の連携・使い分けを実現
• 既存資産を活かしながら
 お客様独自のニーズに最適化
 されたクラウドサービスを実現
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この日本国内初のサービスを成功させるにあたり、
皆川氏はプロジェクトメンバーとして S&I へ声をか
けます。S&Iは、2006 年よりソフトバンクテレコム
の HaaS のプラットフォーム基盤構築を請け負って
います。また、ホワイトクラウドメールサービスの
構築も請け負っており、長年の実績と信頼を得てプ
ロジェクトへ参加することになりました。ソフトバン
クテレコムを筆頭に、S&I はプラットフォーム基盤
側のプロジェクトマネージャーとして、さらにヴィエ
ムウェア社、ネットアップ社の4社合同プロジェクト
として始動しました。

VMware vSphere での仮想環境におけるバック
アップ機能については、各アプリケーションベンダー
が提供しているツールを用いれば構築することが
可能ですが、今回は、ヴィエムウェア社が発表して
から間もないため、バックアップのためのツールが
なく、対応策を早急に検討する必要がありました。
皆川氏には「これまでの HaaS ではデータ・バッ

クアップとリカバリーサービスが標準として実装さ
れていた。最新のサービス提供を行うのに、現状
よりもサービス品質が劣ってはならない」との強い
思いがありました。そこでネットアップのプロジェク
トメンバーはストレージ側での回避方法を検討し、
ただ単にデータのバックアップを取るだけではな
く、リカバリーを行えるツールをネットアップ独自
で追加開発することが最善と考え、米国本社の開
発部隊へ依頼をかけました。ネットアップはこのサー
ビスのために、自社が提供していた SnapCreater
に特別な追加開発を行い「SnapCreater for 
vCloud」を完成させました。これにより VMware 
vCloud® Datacenter Servicesを提供するプロバイ
ダーのうち、ソフトバンクテレコムが初めてデータ・
バックアップとリカバリー機能を備えるサービスを創
出することが可能となりました。

S&I はサーバー＋VMware＋ストレージ構築を一
手に引き受けられる、数少ないサービスインテグ
レーターの一社です。VMware を用いた仮想環
境構築に関しては国内でもいち早く取り組み、こ
れまでに大手鉄道関連事業会社、大手マンション・
デベロッパー会社などを中心に、数十の構築実績
を誇ります。ストレージの構築に関しましては、マ
ルチベンダーとして複数メーカーのストレージを設
計・構築が行えるという強みを持っています。こ
の強みを活かし、これまでに外資系保険会社、大
手通信放送事業会社やソフトバンクテレコム社か
ら大規模なストレージ構築案件を一手に請け負っ

てきました。今回、S&I がソフトバンクテレコム社か
らプロジェクトメンバーとして声をかけていただいた
のは、VMwareへの深い知識とストレージ構築の高
い技術力、豊富な実績を評価されてのことでした。

VMware の vSphere を用いた仮想環境では、他
社製品と組み合わせることで復旧後のデータの整
合性を取ることができます。S&Iはホワイトクラウド
VMware vCloud® Datacenter Serviceにおいて
もデータの整合性を取れるように、各製品のデータ
ベースをひとつの階層にまとめられるよう設計を行
いました。
近年のストレージは、データベースを自動階層化さ
せる階層ストレージが一般的です。階層化を行う
ことで、アクティブなデータと非アクティブなデー
タを自動で判断し、ハードディスクを効果的に利用
させるというものです。そのため、データ復旧を
行う際には、データの整合性をとるために他社製
品を組み合わせる必要がありました。今回、S&I
が行ったストレージの内部設計では、他社製品を
組み合わせずにデータ復旧時の整合性を取り、よ
り早いデータ・リカバリーを可能にした革新的な
設計とも言えます。このように4社の協業で実現し
たソフトバンクテレコムのホワイトクラウドVMware 
vCloud® Datacenter Service は世界でも例をみ
ない画期的なサービスとして提供されることとなり
ました。

「ソフトバンクテレコムのホワイトクラウドVMware  
vCloud® Datacenter Serviceは国内だけではな
く国外で通用する」と皆川氏は自信をのぞかせま
す。サービス提供開始以来、新規で契約される企
業はもちろん、これまでのHaaSから移行される企
業も増えてきています。これからのクラウドサービ
スは「ハードウェアとデータがどこかのデータセン
ターにある」ではなく「データセンター自体をお
客様が自由に選択・管理できる」時代へと移りつ
つあります。管理者はワンクリックで任意のデー
タセンターに仮想サーバーをたてることができ、権
限を階層化して他社員へ付与することも可能です。
仮想サーバーもネットワークもセキュリティも自由
に管理できるバーチャルデータセンター。この画
期的なサービスが国内外でサービスされる日がく
るのはそう遠くないかもしれません。今後のソフト
バンクテレコムのクラウドサービスのさらなる進化
に期待が寄せられます。

ホワイトクラウドVMware vCloud® Datacenter Service ソフトバンクテレコム株式会社

ホワイトクラウドVMware vCloud® Datacenter 
Serviceにおけるバックアップとリカバリーの課題

データ復旧時の整合性を取るための
画期的なプラットフォーム設計

ホワイトクラウドVMware vCloud® Datacenter 
Serviceの今後の展開

ソフトバンクテレコム 
営業開発本部クラウドサービス開発統括部
統括部長 皆川真人氏
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